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高度で良質な医療を提供し、病む人々が安心し、信頼できる病院をめざします基本
理念

新年度院長挨拶 

年年歳歳花相似
歳歳年年人不同

　冒頭の言句は『唐詩選』に収められている「代悲
白頭翁（白頭を悲しむ翁に代わる）」という漢詩の一
節で、私は毎年春、人事異動のあるこの時季になる
と思い出します。時の流れの中で人は変わっていく
が、自然は変わらないということを詠ったものです
が、SARS-COV-2ウイルスによるパンデミックが
発生してからというもの、様相ががらりと変わって
しまいました。人はもちろん、人を取り巻く環境も
年年というより、日々大きく変わっていますし、花
で象徴されている自然についてもその産物の一つで
あるウイルスは日々進化しつづけ、変化していて、
のんびり花を眺めている状況ではなくなりました。
　SARS-COV-2ウイルスは、RNAウイルスのゲノ
ムのサイズとしては最大レベルの約30,000塩基の
遺伝情報をもつとはいっても、ヒトゲノムの10万分
の1しかない複製機械です。しかし今までの波状攻
撃のたびに変異を繰り返してはヒトの免疫機構を巧
みにかわし、そのたびに人類は振り回されています。
感染性病原体と人類の戦いの歴史をみれば、おそら
くこれからもこのウイルスは、治療薬に抵抗性する
変異を獲得しつつ進化していくことでしょう。ウイ
ルスの狡知をもった振る舞いにも見えますが、この
プロセスはあくまでウイルスと宿主の間で繰り広げ
られる生存競争の機械的な自然選択の結果です。
　日本は大正７年のインフルエンザのパンデミック
以降、幸い医療崩壊をきたすような全国的な感染症
の脅威に曝されることなく、その後100年を過ごす
ことができました。感染症と人類の戦いの戦間期に
経済環境も疾病構造も大きく変わり、わが国は生活

習慣病や悪性腫瘍などの
非感染性疾患を対象とし
て医療システムを構築し
てきました。そしていつ
の間にかこの状況が続い
ていくのだろうと私も含
め多くの人が思っていた
ことでしょう。しかし今
回のパンデミックという環境の変化は、医療体制に
甚大な衝撃を与えました。この変化を生きのびてい
くためには私たちの医療体制も変化させて、新たな
環境に適応していかなければなりません。
　ウイルス側の変化と人類側の変化とはどう違うの
でしょうか。ウイルスはただ機械的盲目的に変異を
繰り返していくのに対して、人類は知性を働かせて
対応することができます。知性の最大の特徴は、そ
の予見性にあります。その時々に場当たり的に反応
するのではなく、予測を立てて準備をすることがで
きるのは、私たちにできてウイルスにはできないこ
とです。「正しく恐れよ」ということが言われます。
物理学者の寺田寅彦が『小爆発二件』というエッセ
イの中に書いた「正当にこわがることはなかなか
むつかしい」という語句が元です。私たちが未知の
ものに「恐れ」を抱くのは、当然のことなのですが、
これは未来を予見できる能力があることの証でもあ
ります。恐れによって未来を見通す目を曇らせてし
まうのではなく、未来を正当に見通すことによって
恐れを知ること、恐れる自分を知ることがたいせつ
だということを彼は言いたかったのだと思います。
　今までの感染症の教訓をこれからの医療に活かせ
るよう日々の臨床を着実に実践していきたいと思い
ます。

院長　吉住　秀之
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職員就任挨拶
氏名：新村 耕平
職名：放射線科医長
抱負�：4年振りで3回目の赴任と

なります。（1回目は2003年
～2011年4月、2回目は2011
年10月～2018年3月）

　 　 　またよろしくお願いします。
画像診断やＩＶＲ、放射線治療
などがんばります。

氏名：黒木 啓吾
職名：整形外科医師
抱負�：至らぬ点もあるかと存

じますが、精一杯頑張り
ますので、よろしくお願
いします。

氏名：當瀬 ちひろ
職名：産婦人科医師
抱負�：初めての外病院で不安

もありますが精一杯頑張
ります。よろしくお願い
します。

氏名：八木 泰佑
職名：外科医師
抱負�：静岡から九州に帰って

来ました。都城の地域医
療に貢献できるように頑
張ります。

氏名：宮内 大知
職名：泌尿器科医師
抱負�：2年振り2度目の赴任と

なります。皆様と協力しな
がら都城及び周辺地域の医
療へ少しでも助けとなるよ
う努力して参ります。

氏名：松澤 圭祐
職名：事務部長
抱負�：都城は12年ぶりの勤務と

なります。建物も街並みも
変わり、私も心機一転で頑
張りたいと思います。

氏名：才田 幸一郎
職名：泌尿器科医師
抱負�：鹿児島大学病院から赴

任して参りました。初め
ての都城ですが、一生懸
命頑張りますので、よろ
しくお願いします。

氏名：早川 敏郎
職名：臨床検査技師長
抱負�：仕事はもちろん私生活

も早く都城の一員になれ
るように頑張りますので
よろしくお願いします。

氏名：小川 智香
職名：小児科医師
抱負�：宮崎出身です。都城の

みなさまに貢献できるよ
う日々頑張ります。よろ
しくお願いします。

氏名：富田　雅樹
抱�負：このたび、統括診療部長を拝命いたしました。私はこれまで医師人

生の8割を大学で過ごし、その業務の大半が呼吸器外科診療でした。
また都城市は私にとってはじめての赴任地でもあります。そのような私
にこれまでとは異なる業務がこなせるのか不安でもありますが、これま
で当院で築き上げてこられた地域連携や、各診療科と管理部の関係を
維持しながら、私なりに微力ながら努力していく所存です。皆様のご指
導ご鞭撻のほどをよろしくお願いいたします。

統括診療部長就任挨拶
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　昨年末、株式会社フレーベル館様が、当院に絵本を寄贈してくださいました。写真の通り大人気の
アンパンマンをはじめとする様々な絵本。中にはシールで遊ぶ絵本や音のなる本もあり、その数なん
と63冊。
　同封されていたお手紙には、「二年近いコロナ禍においてご苦労されている医療従事者の皆様に心よ
り感謝申し上げます。」とのお言葉がありました。

　寄贈していただいた絵本は小児科外来と小児科病棟に配置し、病気と闘う子ども
達とそのご家族が心豊かな時間を過ごしていただけるように活用しています。

このようなお心遣いに我々スタッフも心が洗われました。ご支援いただき、
心より感謝申し上げます。

 （小児科医長　入江 慎二）

絵本の寄贈
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　当院は、小林市役所からほど近く、国道221号線に面した場所にあります。
同じ場所で、祖父の代から開業していました。私で三代目となり、特に西諸県
圏内の地域医療に従事して参りました。80歳を過ぎた父、堀 英晴もいまだ現
役で頑張っており、現在は非常勤医である 坂元 晴子（乳腺外科医）、堀 英嗣（心
臓血管外科医）、堀 浩一郎（麻酔科医、ペインクリニック）の協力を得ながら、
日々の診療を行っています。
　私は、消化器外科医として、福岡県内、宮崎市内の病院、そして小林市立病
院で修行をさせて頂いた後、数年前から当院を継承いたしました。外科系の医
師が多いということもあり、乳腺や鼠径ヘルニアなどの手術も行っております。
又、超音波検査、上部下部消化管内視鏡検査などの検査全般、そして町の有床
診療所として、肺炎や心不全などの入院加療も行っております。特に最近では、
非常勤の麻酔科医がペインクリニックを行っていることもあり、都城医療セン
ターの先生方から科を問わず、緩和医療の必要ながん末期の患者さんをご紹介
頂くことが多くなりました。
　西諸県圏内では、地域医療支援病院である小林市立病院とは常に連携が図れ
るようにしてきましたが、今回、都城医療センターからもこのような機会を頂

き、大変光栄に思っており
ます。更に、退院後の在宅
での生活をご希望される患
者さんに関しましては、機
能強化型在宅支援診療所と
しての役割も担っておりま
す。今後、在宅での緩和ケ
アなどの充実も視野に入
れ、益々、地域医療の受け
皿の病院として精進して行
きたいと考えています。今
後ともよろしくお願い申し
上げます。

医療法人　

堀胃腸科外科医院

院　長　堀　英昭　先生

住所：宮崎県小林市細野 436-10
電話：0984-23-3988
診療科目 ：外科、内科、胃腸科、乳腺外科、循環器科、

小児科（小学生以上）、リハビリテーション
科、ペインクリニック、麻酔科、緩和ケア、
入院可能

休診日：土曜午後、日曜祝祭日
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「第73回卒業証書授与式」・「第76回入学式」
　この度、看護学校では新型コロナウイルスの感染拡大防止に努め、リモート配信を駆使し、「卒業
証書授与式」と「入学式」を粛々と執り行いました。卒業生 42 名は患者の皆様や病院関係者の皆様、
講師の先生方に多大なるご支援を賜り、感謝の気持ちを胸に学び舎を巣立っていきました。また、新
入生 40 名は学校長より入学許可を受け、新たな学校生活を開始いたしました。本年度も新入生を含め、
看護学生の教育に関する皆様のご理解やご協力をよろしくお願い申し上げます。

第73回　卒業証書授与式　　令和4年3月2日（水）
　今日に至るまでの三年間は一瞬のようでもあり、とても長い時間だったようにも思います。三年
前、看護師という夢に一歩近づいたことに喜びを感じる一方で、これから始まる三年間に漠然とし
た不安を抱きながら、この地を訪れたことを、今でも覚えています。
　初めての病棟実習では、緊張と不安の中、看護師の働く姿に憧れを感じつつ、自分は本当に看護
師に向いているのだろうかと自問することもありました。しかし、初めての血圧測定やコミュニケー
ションなど、ぎこちない援助にも笑顔で接してくださる患者さんに逆に励まされ、「患者さんに喜
んでいただける援助ができる看護師になりたい」と改めて決意することができました。
　三年次の実習では、今なお感染拡大が続く新型コロナウイルスの影響で、病棟での実習継続が困
難になることもありました。しかし、そのような状況下でも、病院職員の方々や、患者さんのご協
力のもと、臨床という場をとおし、日々変化する患者さんの状態をアセスメントしながら、個別性
のある看護を学ばせていただきました。
　私達は今日、晴れて卒業の日を迎える
こととなりましたが、この日を迎えるこ
とができたのは、講師の皆様、病院職員、
教職員の皆様、家族の存在があってこそ
だと思います。本日いただいたお言葉や、
これまでの教え、三年間の学びと思い出
を胸にそれぞれの目指す看護師像に向か
い、努力を惜しまず精進して参ります。
 （卒業生代表　　日髙 星来）

第76回　入学式　　　　　令和4年4月6日（水）
　花々の香りに包まれ、春風が心地よい今日のよき日に、私たち七十六回生四十名は、独立行政法
人国立病院機構都城医療センター附属看護学校に入学を許可して頂きました。
　本日は、私たち新入生のためにこのような場を設けて頂き、御礼申し上げます。
　私たちは今、看護という人の命に関わる分野に携わることへの緊張感と新しい仲間とともに学ん
でいくことへの期待で胸がいっぱいです。
　現代社会は新型コロナウイルス感染により今後の変化が予測できない時代と言えます。そして、

医療現場も大きな影響を受けました。
このような時代に医療従事者として社
会を支えていくために、新しい知識と
技術を常に学び続ける向上心を持ち、
患者さんの心に寄り添い、正確な判断
力を身につけていきたいと思います。
　これからの三年間、伝統あるこの学
校で仲間と切磋琢磨し、精一杯努力す
ることを誓います。
 （新入生代表　堀脇　美聖）
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独立行政法人
国立病院機構 都城医療センター （地域がん診療連携拠点病院・

  地域周産期母子医療センター）
〒885－0014　宮崎県都城市祝吉町5033番地1
TEL/0986-23-4111（代表）  FAX/0986-24-3864
E-mail/621-miyakonojo@mail.hosp.go.jp　 http://www.nho-miyakon.jp

【地域医療連携室・ がん相談支援センター】  フリーダイヤル （0120）411-329  FAX （0986）26-1893

編集発行：広報委員会

外来診療科別週間担当医当番表 都城医療センター独立行政法人
国立病院機構

【�全診療科　初診予約制�】受付時間 8:30 ～ 11:00� 【2022 年 4月 1日】
診療科名等 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内 科
※2

初　診
血　液 前 田 宏 一 佐 藤 誠 一

肝 加 藤 順 也

再　診 前 田 宏 一
佐 藤 誠 一

前 田 宏 一
佐 藤 誠 一

前 田 宏 一
加 藤 順 也
佐 藤 誠 一
日 高 智 徳

前 田 宏 一
加 藤 順 也
佐 藤 誠 一

前 田 宏 一
加 藤 順 也
佐 藤 誠 一

循 環 器 内 科
一　般 剣 田 昌 伸 剣 田 昌 伸 剣 田 昌 伸 宮 崎 大 学 医 師 剣 田 昌 伸
特　殊 心臓CT

呼 吸 器 内 科
初　診 白 濱 知 広 白 濱 知 広 今 津 善 史

再　診 今 津 善 史
白 濱 知 広

今 津 善 史
白 濱 知 広

今 津 善 史
白 濱 知 広 白 濱 知 広 今 津 善 史

白 濱 知 広

呼 吸 器 外 科 初　診 手 術 日（ 午 前 ） 加 藤 文 章 手 術 日 富 田 雅 樹
再　診 加藤文章（午後） 富 田 雅 樹 加 藤 文 章 加 藤 文 章

小 児 科

午前 １　診 久保田　　　力 入 江 慎 二 小 川 智 香 松 本 昴 之 裵 　 孝 埈

午後

１　診 入 江 慎 二 久保田　　　力 松 本 昴 之 小 川 智 香 入 江 慎 二
２　診 小 川 智 香 裵 　 孝 埈 裵 　 孝 埈 久保田　　　力 松 本 昴 之

３　診 シナジス外来
（8月〜3月）

外 科

初　診 小 森 宏 之

手 術 日

小 森 宏 之

手 術 日

八 木 泰 佑

再　診 小 森 宏 之
八 木 泰 佑 田 尻 拓 哉 加　藤　梨佳子

八 木 泰 佑
特　殊 乳腺（小森宏之） 乳腺（小森宏之） 乳腺（小森宏之）

消 化 器 病 セ ン タ ー

初　診
藤 原 利 成

駒 田 直 人

内視鏡検査・治療
駒 田 直 人
藤 原 利 成再　診 駒 田 直 人

藤 原 利 成 駒 田 直 人

内視鏡 駒 田 直 人 藤 原 利 成
Ｎ Ｓ Ｔ 外 来 駒 田 直 人

（第二、四火曜日 14:00〜16:00）

整 形 外 科

初　診
濱　田　浩　朗
吉　川　教　恵
黒 木 啓 吾 手 術 日

濱　田　浩　朗
吉　川　教　恵
黒 木 啓 吾

再　診 吉 川 教 恵 吉　川　教　恵
黒 木 啓 吾 黒 木 啓 吾 吉 川 教 恵

特殊検査 骨 粗 鬆 症 検 査 骨 粗 鬆 症 検 査 骨 粗 鬆 症 検 査 骨 粗 鬆 症 検 査 骨 粗 鬆 症 検 査

リ ウ マ チ 科 ※ 2
初　診 濱 田 浩 朗 濱 田 浩 朗

手 術 日 濱 田 浩 朗
濱 田 浩 朗

再　診 濱 田 浩 朗
吉 川 教 恵

濱 田 浩 朗
吉 川 教 恵

濱 田 浩 朗
吉 川 教 恵

泌 尿 器 科
１　診

手 術 日
山 崎 丈 嗣 山 崎 丈 嗣 慶 田 喜 文 山 崎 丈 嗣

２　診 慶 田 喜 文 慶 田 喜 文

皮 　 　 　 　 膚 　 　 　 　 科 中 山 文 子
（9:30〜13:00）

中 山 文 子
（9:30〜13:00）

中 山 文 子
（9:30〜13:00）

神 経 内 科 杉　山　崇　史

産 婦 人 科
初　診 德 永 修 一 古 田 　 賢 德永修一（午後） 宮 崎 大 学 医 師 古 田 祐 美

再　診 德 永 修 一
古 田 祐 美

德 永 修 一
古 田 　 賢

德 永 修 一
古 田 　 賢

古 田 　 賢
宮 崎 大 学 医 師 德 永 修 一

耳 鼻 咽 喉 科
一　般 外 山 勝 浩

山 本 章 裕
外 山 勝 浩
山 本 章 裕

外 山 勝 浩
山 本 章 裕

外 山 勝 浩
山 本 章 裕 手 術 日

難聴外来 山 本 章 裕
（14:00〜17:00）

放 射 線 科
放射線治療 新 村 耕 平 新 村 耕 平 新 村 耕 平 新 村 耕 平 新 村 耕 平
画像診断 日 野 祐 一 日 野 祐 一 日 野 祐 一 日 野 祐 一 日 野 祐 一

歯 科 口 腔 外 科

一　般
田 畑 雅 士
新 屋 俊 明
西 久 保 　 舞

田 畑 雅 士
新 屋 俊 明
西 久 保 　 舞

田 畑 雅 士
新 屋 俊 明
西 久 保 　 舞

田 畑 雅 士
新 屋 俊 明
西 久 保 　 舞

手 術 日

ペインクリニック 横 山 幸 三
（終日手術･外来不定期）

障がい者歯科 森 主 宜 延
（月２回）

が ん サ ポ ー ト 外 来 岩 﨑 竜 馬

緩 和 ケ ア 外 来 林 　 章 敏
（第四金曜日）

特 殊 外 来 マ ザ ー ク ラ ス
（第二土曜日・第四月曜日） フットケア外来

リンパ浮腫外来
助 産 師 相 談 室

（午後）

リンパ浮腫外来
Ｐ Ｉ Ｃ Ｃ 外 来

（午後）

ストーマ外来（午後）
母 乳 外 来
遺伝カウンセリング外来

（14:00 〜 15:00）

※１　全診療科初診予約制となりますので、事前に診療FAX連絡票にてご連絡頂きますようお願いします。
※２　医療機関の方へ：血液内科、リウマチ科の初診については、事前に初診紹介予約申込書と共に、最新の血液データを送ってください。


